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令
和
二
年
度

令
和
二
年
度  

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

渋
谷
区
い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進
条
例
、

渋
谷
区
い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進
条
例
、

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
可
決

　

令
和
三
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
三
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で
の
三
十
一
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で

は
初
日
に
二
人
の
議
員
が
、
二
日
目
に
は
三
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、
三
日
目
に
は

六
人
の
議
員
が
個
人
と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
月
十
三
日
の
本
会
議
で
は
、
副
区
長
の
選
任
に
同
意
し
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
つ
い
て
支
障
な
い
旨
答

申
し
ま
し
た
。

　

二
十
七
日
の
中
間
本
会
議
で
は
、
渋
谷
区
い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進
条
例
な
ど
条
例
二
件
及
び
令
和
三
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
一
件
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
一
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

十
月
十
三
日
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
渋
谷
区
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
三
件
、

協
定
の
締
結
一
件
、
議
員
提
出
議
案
一
件
を
可
決
し
、
令
和
二
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
四
件
を
認
定
、
報
告
六

件
を
聴
取
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
一
件
を
採
択
、
一
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
三
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

令和２年度各会計歳入歳出決算額
区　　分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一 般 会 計 1,365億3,380万2,811円 1,281億8,960万6,554円 83億4,419万6,257円

国 民 健 康 保 険
事 業 会 計 234億8,855万5,255円 228億8,855万5,255円 6億円

介 護 保 険
事 業 会 計 153億   490万   536円 144億5,846万8,383円 8億4,643万2,153円

後期高齢者医療
事 業 会 計 56億1,903万2,663円 55億7,090万   630円 4,813万2,033円

　
　
次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

●
令
和
三
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
開
か
れ
る
予
定
で
す

　
本
会
議
は
、
通
常
、
初
日
と
二
日
目
、
三
日
目
に
一
般
質
問
、
最
終
日
に
議
案
の
議
決

等
が
行
わ
れ
ま
す
。

羽田新ルートの運用停止を国に求める意見書

　渋谷区議会では、「羽田空港増便による都心低空飛行計画の
見直し等を国に求める意見書」や「羽田空港新飛行ルートの再
考を国に求める意見書」を全会派一致で提出してきた。
　一方、国土交通省は、「羽田新経路の固定化回避に係る技術
的方策検討会」を設置し、これまでに３回開催しているが、こ
れらの検討は現在の滑走路の使い方を前提としており、意見書
の内容を踏まえた検討が行われているとは言い難い。
　現行の管制システムであれば、需要が回復しても従来の海上
ルートでの増便が可能であることを、今年６月25日付の国会答
弁で認めているように、都心上空を通過して着陸するルートの
必要性の根拠はなくなった。
　よって、渋谷区議会は国会及び政府に対し、都心低空飛行を
伴う羽田新ルートは早急に運用の停止を検討するよう強く求め
る。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年10月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 渋谷区議会議長　名　

　衆議院議長
　参議院議長
　内閣総理大臣　　　
　国土交通大臣
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会派名略称：自由民主党＝渋谷区議会自由民主党議員団、シブヤ笑顔＝シブヤを笑顔にする会、公明党＝渋谷区議会公明党、
　　　　　　日本共産党＝日本共産党渋谷区議会議員団、立憲民主党＝立憲民主党渋谷、れいわ渋谷＝れいわ渋谷

経済活性化、次世代へのレガシー
継承等７点について伺う

自由民主党
岡　美千瑠 議員

一
般
質
問（
代
表
）

安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問  

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
自
宅
療
養
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
導
入
を
。
罹
患
者
の
後
遺

症
「
ロ
ン
グ
・
コ
ビ
ッ
ト
」
対
策

は
。
②
感
染
症
が
更
に
拡
大
・
ま

ん
延
し
た
状
況
下
で
の
業
務
継
続

や
避
難
所
運
営
の
計
画
は
。
委
託

化
が
進
む
区
施
設
避
難
所
で
の
有

事
対
応
の
検
証
を
。
二
次
避
難
所

へ
の
避
難
や
受
入
れ
、
災
害
時
要

配
慮
者
の
避
難
訓
練
等
災
害
発
生

時
を
想
定
し
た
実
践
的
訓
練
を
。

区
長  

①
希
望
者
へ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
利
用
。
感
染
症
後
遺
症

の
相
談
体
制
整
備
を
推
進
。
②
業

務
継
続
計
画
策
定
や
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
を
進
め
る
。
全

施
設
に
お
い
て
協
定
等
に
規
定
の

漏
れ
が
な
い
か
点
検
し
、
避
難
所

一
斉
点
検
時
等
に
実
践
的
な
対
応

を
検
証
。
防
災
訓
練
再
開
時
に
避

難
支
援
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
避
難
訓

練
等
を
取
り
入
れ
有
効
性
を
検
証
。

次
世
代
へ
の
レ
ガ
シ
ー
継
承

問  

①
東
京
二
〇
二
〇
大
会
の
レ

ガ
シ
ー
を
い
か
に
構
築
し
、
「
学

校
連
携
観
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
貴

重
な
経
験
を
オ
リ
パ
ラ
教
育
の
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
残
す
の
か
。
②
近

代
文
化
遺
産
や
渋
谷
カ
ル
チ
ャ
ー

を
再
評
価
し
後
世
に
継
承
を
。
③

戦
争
体
験
の
語
り
部
な
ど
平
和
教

育
の
実
施
を
。
先
人
の
戦
争
体
験

の
記
録
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
。

区
長  

①
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
「
体

験
す
る
機
会
」
、
プ
レ
イ
す
る
姿

を
「
見
る
機
会
」
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
「
支
え
る
機
会
」
を
大

会
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
継
続
実
施
し
、

「
つ
な
が
る
機
会
」
を
創
出
す
る
。

②
博
物
館
と
美
術
館
の
学
芸
員
が

連
携
し
、
進
め
方
を
検
討
。
③
歴

史
を
学
び
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
る

こ
と
は
継
続
す
べ
き
で
あ
り
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
は
今
後
の
検
討
材
料
。

教
育
長  

①
オ
リ
パ
ラ
教
育
で
育

ん
で
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
イ

ン
ド
や
障
が
い
者
理
解
な
ど
の
資

質
を
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
学
校
の
取

組
を
支
援
。
③
各
校
の
実
態
に
応

じ
、
戦
時
中
の
体
験
談
を
聞
く
活

動
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
活
用
し

た
平
和
教
育
へ
の
取
組
を
継
続
。 

経
済
活
性
化
に
つ
い
て

問  

①
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
商

店
街
の
活
性
化
支
援
と
新
た
な
取

組
の
た
め
区
と
し
て
更
な
る
対
策

を
。
②
社
会
的
起
業
家
支
援
と
し

て
、
事
業
拠
点
の
集
積
地
形
成
を
。

社
会
的
課
題
解
決
の
た
め
実
証
事

業
や
研
究
を
行
い
、
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
推
進
す
る
場
「
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
」
の
創
設
を
。 

「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
」
等

民
間
か
ら
の
事
業
資
金
調
達
を
伴

う
成
果
連
動
型
民
間
委
託
導
入
を
。

区
長  

①
各
商
店
街
の
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
、
消
費
喚
起

策
や
店
舗
の
活
性
化
に
一
層
つ
な

が
る
施
策
を
検
討
。
②
恒
常
的
な

事
業
拠
点
集
積
地
の
形
成
を
目
指

す
。
「
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
の
設
置
を
検

多
世
代
交
流
の
取
組
も
検
討
。

福
祉
政
策
に
つ
い
て

問  

①
本
区
の
地
域
共
生
社
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
福
祉
計
画
の
方

向
性
は
。
②
重
層
的
支
援
体
制
推

進
に
あ
た
り
区
関
係
所
管
の
横
断

的
な
取
組
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
、

現
在
直
面
す
る
課
題
に
対
処
す
る

の
か
。
③
不
妊
治
療
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
、
国
の
助
成
対
象

者
に
更
に
上
乗
せ
し
た
助
成
を
。

区
長  

①
一
人
一
人
が
生
き
が
い

や
役
割
を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が

ら
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
目
指
し
、

福
祉
施
策
を
包
括
的
に
推
進
す
る

計
画
と
し
て
本
年
度
策
定
を
推
進
。

②
関
係
所
管
に
よ
る
庁
内
検
討
会

を
立
ち
上
げ
意
見
交
換
・
情
報
共

有
を
実
施
し
、
体
制
強
化
を
図
り

つ
つ
令
和
五
年
四
月
の
事
業
開
始

を
目
指
す
。
③
前
向
き
に
検
討
。

教
育
政
策
に
つ
い
て

問  

①
「
渋
谷
区
い
じ
め
防
止
等

対
策
推
進
条
例
」
策
定
の
意
義
や

条
例
制
定
後
の
具
体
的
対
策
は
。

②
部
活
動
改
革
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
と

ス
キ
ー
ム
は
。
既
存
の
総
合
型
地

◁
目
指
す
は
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消

　

  

シ
ニ
ア
・
ス
マ
ホ
講
習
会
の
様
子 

を
。
②
自
宅
療
養
者
対
応
は
。
③

妊
婦
対
応
で
病
院
と
産
婦
人
科
の

連
携
調
整
を
。
④
児
童
生
徒
の
学

び
の
フ
ォ
ロ
ー
や
密
対
策
は
。

区
長  

①
情
報
発
信
を
強
化
し
て

い
く
。
②
容
態
変
化
に
対
応
す
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。
③
妊
婦
の

陽
性
時
は
入
院
が
基
本
。

教
育
長  

④
児
童
生
徒
に
は
同
時

双
方
向
型
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
指
導

や
課
題
の
配
信
・
提
出
。
教
室
で

は
座
席
間
隔
確
保
や
適
切
な
換
気
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

①
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
可
能
な

子
育
て
ク
ー
ポ
ン
制
度
導
入
を
。

②
女
性
の
健
康
課
題
対
策
発
信
を
。

③
区
独
自
ひ
と
り
親
支
援
を
。

区
長  

①
現
時
点
で
考
え
は
な
い
。

②
都
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
案
内
や

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
。
③
総
合
的
に
検
討
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
ネ
ウ
ボ
ラ
で
定
期
的
に
性

教
育
講
座
を
。
②
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
基

礎
知
識
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
学
校
配
布

を
。
③
学
校
で
の
衣
類
選
択
の
情

報
発
信
は
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
標

準
服
採
用
を
。
④
部
活
動
づ
く
り

の
進
捗
は
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
発
信
を
。

区
長  

①
今
年
度
二
回
実
施
。
②

相
談
窓
口
の
情
報
と
と
も
に
配
布
。

④
試
行
事
業
の
検
証
後
、
令
和
四

年
度
本
格
実
施
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は

パ
ソ
コ
ン
部
で
の
活
動
を
調
整
中
。

教
育
長  

③
新
入
生
、
保
護
者
説

明
会
で
案
内
。
今
後
、
適
切
に
標

準
服
の
選
定
や
見
直
し
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

福
祉
に
つ
い
て

問  

①
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し

た
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
場
づ

く
り
支
援
を
。
②
高
齢
者
の
福
祉

Ｉ
ｏ
Ｔ
モ
ニ
タ
ー
登
録
推
進
を
。

③
支
援
や
対
応
を
統
括
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
。
④
「
断
ら
な
い
相

談
窓
口
」
設
置
の
進
捗
は
。
⑤
セ

ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
専

門
人
材
の
育
成
と
増
員
、
一
般
向

け
ア
ラ
イ
講
座
実
施
を
。

区
長  

①
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解

消
事
業
を
進
め
検
討
。
②
様
々
な

機
会
に
呼
び
掛
け
る
。
③
庁
内
検

討
会
設
置
済
み
。
④
今
後
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
取

り
組
む
。
⑤
民
間
の
社
会
資
源
へ

の
啓
発
や
区
と
協
業
で
き
る
社
会

資
源
開
拓
の
可
能
性
も
探
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問  

①
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
で

他
自
治
体
と
の
連
携
は
。
官
民
連

携
拠
点
の
常
設
設
置
を
。
②
Ｃ
Ｏ            

2 

測
定
器
活
用
の
換
気
法
啓
発
を
。

区
長  

①
他
自
治
体
連
携
は
各
々

の
特
色
を
い
か
し
相
互
補
完
を
期

待
。
拠
点
設
置
を
検
討
。
②
要
検

証
だ
が
感
染
対
策
の
一
つ
の
手
段
。

防
災
に
つ
い
て

問  

避
難
所
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
混

雑
情
報
の
発
信
と
災
害
時
の
健
康

相
談
に
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
を
。

区
長  

検
討
し
て
い
く
。

交
通
に
つ
い
て

問  

①
福
祉
乗
車
券
で
ハ
チ
公
バ

ス
の
利
用
負
担
軽
減
を
。
②
ラ※
イ

ド
シ
ェ
ア
に
よ
る
移
動
支
援
を
。

区
長  

①
実
態
把
握
に
努
め
検
討
。

②
実
証
実
験
も
参
考
に
研
究
。

環
境
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

問  

①
十
代
か
ら
三
十
代
に
対
し

て
環
境
意
識
調
査
を
。
②
「
気
候

シ
ブ
ヤ
民
会
議
」
開
催
を
。
③
更

な
る
緑
化
支
援
策
を
。
④
コ
ン
ポ

ス
ト
設
置
増
を
。
⑤
ま
ち
ラ
ボ
の

拠
点
設
置
と
緑
道
整
備
で
地
域
が

つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
は
。

区
長  

①
来
年
度
に
区
民
意
識
調

査
実
施
予
定
。
②
検
討
。
③
「
渋

谷
区
環
境
基
本
計
画
二
〇
一
八
」

中
間
見
直
し
で
推
進
。
④
実
証
事

新型コロナウイルス対応、
子育て支援等９点について伺う

シブヤ笑顔
橋本　侑樹 議員

域
ク
ラ
ブ
と
の
共
存
と
整
合
性
は
。

学
校
の
部
活
動
へ
の
関
与
と
教
員

の
働
き
方
改
革
の
進
め
方
は
。
③

放
課
後
ク
ラ
ブ
の
学
校
施
設
利
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
来
年
度
予

算
で
環
境
整
備
を
。
④
保
護
者
の

会
議
や
面
談
も
リ
モ
ー
ト
参
加
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
推
進
を
。

区
長  

①
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

い
じ
め
に
対
峙
す
る
た
め
、
組
織

的
な
対
応
と
体
制
強
化
を
図
る
上

で
重
要
。
②
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
多
種
目
・
多
目
的
な
事
業
を

展
開
し
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
む
基
礎
的

な
能
力
を
育
む
。
既
存
の
総
合
型

地
域
ク
ラ
ブ
と
十
分
に
連
携
を
図

り
つ
つ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推
進
。

教
育
長  

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
含
む
教
職
員
が
い
つ
で
も

相
談
に
応
じ
る
体
制
を
充
実
。
②

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
つ
つ
一

般
社
団
法
人
に
よ
る
指
導
体
制
へ

の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
取
組
を

推
進
。
③
丁
寧
な
情
報
交
換
や
必

要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
環
境
を

整
備
。
④
保
護
者
会
を
対
面
か
オ

ン
ラ
イ
ン
か
選
択
実
施
又
は
予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

問  

①
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信

討
し
、
社
会
的
起
業
家
が
革
新
的

な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
。
成
果
連
動
型
民

間
委
託
の
活
用
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
フ
ァ
ン
ド
組
成
を
含
め
財

源
確
保
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
。

渋
谷
区
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

問  

①
低
炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
電
気
自
動
車
普
及
に
向
け
た

給
電
設
備
設
置
に
助
成
を
。
②
水

道
道
路
沿
い
整
備
に
よ
る
街
の
賑

わ
い
創
出
と
多
世
代
共
生
型
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
所
見
を
。
③
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
バ
ー
チ
ャ
ル

な
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
展
望
は
。

区
長  

①
設
置
費
用
の
助
成
制
度

に
向
け
検
討
。
②
東
京
都
と
協
議

し
継
続
し
て
取
り
組
み
、
居
住
支

援
協
議
会
を
基
に
し
た
多
世
代
共

生
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

③
警
備
員
等
の
配
置
や
区
職
員
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
対
策
実

施
を
予
定
。
「
バ
ー
チ
ャ
ル
渋
谷

を
活
用
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
産
業
支
援
に
つ
な
げ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

問  

①
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
の
所
見
を
。
②
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
解
消
の
た
め
更
な
る
施
策
を
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
講
師
派
遣
や

統
一
規
格
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
整
備
を
。

相
談
員
の
常
駐
や
、
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
世
代
の
子
ど
も
を
講
師

と
す
る
な
ど
支
援
の
場
の
拡
充
を
。

区
長  

①
全
庁
横
断
で
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
推
進
を
着
実
に
進
展
さ
せ

る
。
②
経
済
的
事
情
等
年
齢
以
外

の
理
由
で
生
じ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
の
解
消
に
つ
い
て
も
必

要
な
取
組
を
研
究
。
実
証
事
業
等

の
効
果
検
証
を
踏
ま
え
つ
つ
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
に
お
け
る
ス
マ
ホ

を
活
用
し
た
活
動
の
活
性
化
や
支

援
策
、
必
要
に
応
じ
た
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
整
備
を
検
討
。
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
相
談
体
制
の
段
階
的
な
整
備
や

」
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◁
加
計
塚
小
学
校
脇
の
菜
園
に    

　
 

あ
る
コ
ン
ポ
ス
ト
装
置

   
（
写
真
提
供:

恵
比
寿
新
聞
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問  

①
学
校
施
設
等
に
専
門
性
の

高
い
感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
を
。
②
独
居
、
家
庭
内
感

染
世
帯
の
希
望
者
に
、
食
料
品
な

ど
の
支
援
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
貸
出
し
を
。
③
妊
婦
・
パ

ー
ト
ナ
ー
な
ど
の
同
居
家
族
が
、

早
期
に
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
積
極
的
な
周
知
を
。

区
長  

①
専
門
医
が
勤
務
し
て
い

る
医
療
機
関
は
区
内
に
複
数
あ
り
、

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
派
遣
調
整

を
行
っ
て
い
く
。
②
今
後
も
希
望

さ
れ
る
方
へ
置
き
配
を
速
や
か
に

手
配
。
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

も
全
数
送
付
す
る
。
③
渋
谷
区
子

育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
で
は
、
妊
婦
の
方

へ
面
接
の
際
に
説
明
。
保
護
者
へ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
て
、
接
種
の
勧

奨
も
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

多
様
な
媒
体
に
よ
り
周
知
を
図
る
。

渋
谷
区
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

問  

①
発
達
な
ど
に
心
配
が
あ
る

児
童
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
教

員
あ
る
い
は
学
校
が
、
医
師
等
の

専
門
家
に
相
談
で
き
る
体
制
を
作

る
べ
き
。
②
子
ど
も
が
何
で
も
相

談
で
き
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
情
報

・
相
談
先
の
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番

号
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
は
。

③
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い

て
、
渋
谷
区
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
チ

ー
ム
で
の
取
組
は
。
合
同
ケ
ー
ス

会
議
等
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
所
管
も
同
席
し
、
よ
り
密
に
連

携
を
。
子
ど
も
が
追
い
詰
め
ら
れ

る
前
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す
い

仕
組
み
づ
く
り
を
。

区
長  

③
八
月
に
教
育
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
に
移
転
、
相

互
に
情
報
共
有
会
議
に
出
席
す
る

な
ど
連
携
を
強
化
。
合
同
ケ
ー
ス

会
議
に
お
い
て
、
子
ど
も
家
庭
部
、

福
祉
部
、
健
康
推
進
部
、
教
育
委

員
会
、
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ

ー
か
ら
実
務
者
が
参
加
し
て
情
報

共
有
を
行
い
、
多
角
的
に
検
討
し

て
い
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関

す
る
教
育
を
推
進
、
丁
寧
に
声
掛

け
を
行
い
早
期
発
見
に
努
め
る
。

教
育
長  

①
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
法

も
視
野
に
入
れ
、
専
門
家
を
招
い

た
研
修
を
計
画
。
直
接
相
談
で
き

る
体
制
の
構
築
は
検
討
。
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
専

門
性
を
発
揮
し
幅
広
い
相
談
に
対

応
す
る
体
制
を
充
実
し
て
い
く
。

②
相
談
先
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
方
法
を
早
急
に
検
討
。

防
災
に
つ
い
て

問  

①
避
難
所
等
に
配
備
し
て
い

る
停
電
対
策
の
状
況
と
今
後
の
計

画
は
。
停
電
時
で
も
点
灯
す
る
防

災
・
減
災
対
応
照
明
灯
の
設
置
を
。

②
よ
り
実
効
性
の
高
い
避
難
支
援

プ
ラ
ン
の
作
成
を
目
指
し
た
取
組

を
。
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を
。

区
長  

①
バ
ル
ー
ン
投
光
器
付
発

電
機
や
ラ
ン
タ
ン
な
ど
備
蓄
。
今

年
度
は
医
療
機
器
に
使
用
す
る
発

電
機
を
配
備
。
停
電
時
で
も
点
灯

す
る
照
明
灯
は
検
討
課
題
。
②
様

式
の
改
良
を
検
討
。
地
域
の
防
災

訓
練
な
ど
を
通
じ
、
必
要
な
修
正

を
継
続
。
名
簿
等
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
防
災
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
や

動
向
を
見
据
え
、
継
続
し
て
研
究
。

区
及
び
区
民
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

つ
い
て

問  

①
町
会
に
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
配
備
と
活
用
勉
強
会
等
の
実
施

を
。
②
高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド
解
消
事
業
は
二
年
後
も
視
野
に

取
組
を
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員

は
、
よ
り
地
域
密
着
型
の
活
動
を
。

③
モ
ニ
タ
ー
募
集
は
、
高
齢
者
が

集
う
場
で
分
か
り
や
す
い
告
知
を
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
フ
レ
イ

ル
予
防
、
事
業
の
提
案
に
つ
い
て
、

速
や
か
な
実
証
事
業
の
実
施
を
。

区
長  

①
多
く
の
町
会
で
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
。
デ
ジ

タ
ル
活
用
支
援
員
を
活
用
し
た
勉

強
会
や
相
談
会
が
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
。
②
効
果
検

証
を
行
い
、
事
業
の

検
討
や
改
善
に
つ
な

げ
る
。
デ
ジ
タ
ル
活

用
支
援
員
の
活
躍
の

場
を
拡
充
、
持
続
可

能
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
。
③
更
に
周

知
を
図
る
。
体
操
の

動
画
配
信
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
の
運
動

講
座
も
実
施
。
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

感染症対策、子育てネウボラ、
防災について等６点を伺う

公　明　党
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問  

①
繰
越
金
を
活
用
し
コ
ロ
ナ

病
床
の
確
保
や
保
健
所
体
制
強
化
、

感
染
拡
大
抑
止
と
区
民
や
中
小
企

業
へ
支
援
実
施
を
。
②
子
ど
も
に

定
期
的
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検

査
の
実
施
を
。
区
民
に
無
料
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
・
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布

し
、
陽
性
者
と
の
接
触
者
す
べ
て

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
。
③
医
療
従

事
者
へ
の
支
援
と
個
別
接
種
医
療

機
関
に
補
助
を
。
④
中
小
業
者
へ

の
固
定
費
や
減
収
幅
に
応
じ
た
助

成
と
、
住
民
税
非
課
税
者
へ
の
給

付
金
支
給
と
国
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
に
上
乗
せ
を
。

区
長  

①
都
が
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
区
民
も
利
用
。
区
独

自
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
適
時
適
切
に

取
り
組
む
。
②
感
染
予
防
と
発
生

時
早
期
対
応
を
徹
底
、
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
国
や

都
の
動
き
を
注
視
。
陽
性
者
と
の

接
触
者
は
保
健
所
の
調
査
に
基
づ

き
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
。
③
考
え
て

い
な
い
。
④
区
と
し
て
の
支
援
を

検
討
、
上
乗
せ
の
考
え
は
な
い
。

い
の
ち
、
く
ら
し
、
基
本
的
人
権

を
守
る
区
政
へ

問  

①
区
政
の
在
り
方
や
来
年
度

予
算
は
、
い
の
ち
と
く
ら
し
最
優

先
に
転
換
を
。
②
条
例
に
要
配
慮

情
報
を
保
護
す
る
規
定
を
設
け
よ
。

③
出
張
所
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

は
や
め
体
制
を
強
化
し
、
新
橋
出

張
所
窓
口
の
復
活
を
。
現
業
職
場

の
民
間
委
託
や
退
職
不
補
充
は
や

め
体
制
強
化
を
。
④
区
内
企
業
に

賃
金
底
上
げ
の
要
請
を
。
委
託
業

者
や
指
定
管
理
、
区
発
注
工
事
の

賃
金
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
。

区
長  

①
基
本
構
想
に
掲
げ
る
各

分
野
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
く
。
②
法
の
規
定
に
沿
っ

た
適
切
な
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
を
図
る
。
③
窓
口
業
務
を
復

活
す
る
予
定
は
な
く
、
最
適
な
区

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

必
要
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

④
中
小
企
業
等
に
対
す
る
支
援
策

を
引
き
続
き
行
う
。
聞
き
取
り
調

査
の
考
え
は
な
い
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
区
独
自
で
教
員
を
加
配
し

て
来
年
度
か
ら
小
中
学
校
全
ク
ラ

ス
を
三
十
五
人
学
級
に
。
②
教
育

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
統
廃
合
や
公

共
施
設
と
の
共
用
は
や
め
よ
。
渋

谷
ホ
ー
ム
ズ
と
神
南
小
と
の
一
体

開
発
は
や
め
、
学
校
長
寿
命
化
で

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
は
や
め
よ
。

区
長  

②
教
育
効
果
を
基
軸
に
複

合
化
も
検
討
す
る
。
財
政
負
担
を

含
め
た
総
合
的
視
点
か
ら
、
民
間

活
力
や
民
間
資
金
の
活
用
を
検
討
。

教
育
長  

①
実
施
の
考
え
は
な
い
。

高
齢
者
福
祉
・
介
護
に
つ
い
て

問  

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
見
守
り
専
門
職
員
を
配
置
し
訪

問
支
援
を
。
②
待
機
者
解
消
の
た

め
の
特
養
整
備
計
画
を
至
急
示
せ
。

区
長  

①
配
置
す
る
考
え
は
な
い
。

②
多
様
な
整
備
手
法
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
あ
ら
ゆ
る
検
討
を
進
め
る
。

▷
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
実
例:

「
自
分
で
作
る
安
心
防
災
帳
」

    

（
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
研
究
所
）

新型コロナ対策強化など、
いのちとくらし最優先の区政に

日本共産党
田中　正也 議員

事
業
提
案
に
つ
い
て
活
用
を
検
討
。

福
祉
に
つ
い
て

問  

①
住
民
戸
籍
課
で
、
ひ
と
り

親
に
関
連
す
る
行
政
等
の
支
援
制

度
・
窓
口
一
覧
表
を
配
布
し
、
相

談
支
援
等
へ
誘
導
を
。
法
務
省
が

作
成
し
た
手
引
な
ど
リ
ン
ク
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
。

②
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
中
長
期
的
な
目
標
も
描
き

深
化
を
。
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
就
労

支
援
と
情
報
発
信
方
法
の
工
夫
を
。

区
長  

①
個
人
情
報
に
配
慮
し
な

が
ら
、
必
要
な
支
援
に
結
び
付
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
を
重
ね
る
。
法

業
で
効
果
確
認
。
⑤
設
置
具
体
化
。

居
心
地
等
の
充
足
を
軸
に
推
進
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問  

①
保
育
園
入
園
申
込
み
や
現

況
届
等
の
電
子
化
と
簡
素
化
を
。

②
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
届
出
書
作
成
を
。

区
長  

①
電
子
化
の
方
向
。
連
携

を
図
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
。
②
渋

谷
ら
し
さ
が
出
せ
る
よ
う
研
究
。

用
語
解
説
　
※
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
＝

「
ラ
イ
ド
＝
乗
る
」
を
「
シ
ェ
ア

＝
共
有
」
す
る
こ
と
で
、
一
般
的

に
は
「
相
乗
り
」
や
「
配
車
サ
ー

ビ
ス
」
を
指
す
。
自
家
用
車
の
所

有
者
と
自
動
車
に
乗
り
た
い
人
を

結
び
つ
け
る
移
動
手
段
。

務
省
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
リ

ン
ク
先
を
掲
載
し
、
案
内
す
る
。

②
国
の
動
向
も
注
視
し
、
中
長
期

の
視
点
で
取
り
組
む
。
安
定
し
た

就
労
に
つ
け
る
か
判
断
し
な
が
ら

支
援
。
必
要
と
し
て
い
る
方
に
情

報
が
届
く
よ
う
関
係
所
管
が
連
携
。

公
園
に
つ
い
て

問  

大
人
向
け
健
康
遊
具
の
設
置

状
況
は
。
多
世
代
が
楽
し
め
、
運

動
が
で
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一

助
に
も
な
る
公
園
の
設
置
を
。

区
長  

八
公
園
に
十
七
基
の
健
康

遊
具
を
設
置
。
プ
ラ
ン
づ
く
り
の

際
の
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
す
る
。

▷
コ
ロ
ナ
対
策
最
前
線
の

　

  

中
央
保
健
相
談
所
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問  

①
十
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
。
個
別
・
集
団
接
種
の
実
施

状
況
は
。
②
人
員
増
で
職
員
も
休

め
る
体
制
を
。
③
抗
体
カ
ク
テ
ル

療
法
の
使
用
判
断
に
区
の
介
入
は
。

④
家
庭
内
感
染
時
の
避
難
場
所
提

供
を
。
家
に
子
ど
も
だ
け
が
残
さ

れ
る
ケ
ー
ス
の
対
応
は
。
⑤
都
の

積
極
的
疫
学
調
査
の
規
模
縮
小
方

針
に
よ
る
影
響
は
。
⑥
都
の
事
業

を
継
続
し
妊
婦
に
タ
ク
シ
ー
券
支

給
を
。
⑦
未
接
種
者
へ
の
対
応
は
。

区
長  

①
国
の
目
標
を
上
回
る
接

種
率
。
十
月
末
で
個
別
医
療
機
関

環
境
対
策
に
つ
い
て

問  

①
喫
煙
所
の
一
時
的
な
閉
鎖

基
準
は
。
早
期
再
開
と
区
以
外
の

公
共
施
設
に
も
再
開
を
求
め
よ
。

②
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

区
民
意
見
集
約
は
。
ゴ
ミ
出
し
方

法
は
。
拠
点
回
収
マ
ッ
プ
作
成
を
。

③
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
実
態
調
査
は
。

必
要
な
場
所
に
人
員
配
置
を
。

区
長  

①
基
準
は
な
い
。
再
開
は

新
規
感
染
者
数
動
向
で
判
断
。
区

か
ら
要
請
は
し
な
い
。
②
町
会
連

合
会
・
住
民
説
明
会
で
意
見
聴
取
。

排
出
方
法
は
透
明
の
袋
に
入
れ
る

想
定
。
マ
ッ
プ
は
電
子
化
等
検
討
。

③
渋
谷
駅
周
辺
等
で
調
査
実
施
。

清
掃
員
配
置
の
考
え
は
な
い
。

防
災
に
つ
い
て

問  

①
停
電
対
策
に
電
気
自
動
車

提
供
の
協
定
を
締
結
し
た
が
、
取

組
の
想
定
は
。
②
身
の
回
り
の
も

の
を
活
用
し
た
避
難
訓
練
実
施
を
。

危
機
管
理
対
策
部
長  

①
二
次
避

難
所
等
へ
の
優
先
配
備
や
締
結
企

業
と
訓
練
実
施
。
②
防
災
キ
ャ
ラ

バ
ン
等
で
発
信
し
、
コ
ロ
ナ
禍
収

束
後
は
防
災
訓
練
に
取
り
入
れ
る
。

人
口
問
題
に
つ
い
て

問  

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
本
年
の
妊

娠
届
件
数
は
。
②
妊
娠
届
の
推
移

に
関
連
し
、
保
育
施
設
の
今
後
の

長
期
的
な
在
り
方
検
討
は
。
③
男

女
問
わ
ず
区
職
員
が
不
妊
治
療
の

特
別
休
暇
を
と
れ
る
条
例
改
正
を
。

区
長  

①
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は

な
い
と
考
え
る
。

②
妊
娠
届
出
数

や
大
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
等

の
情
報
を
共
有

・
収
集
し
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い

る
。
③
条
例
等

問  
①
渋
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ー
ル

を
区
が
公
認
し
た
理
由
、
経
緯
は
。

②
税
金
一
億
円
も
投
じ
て
大
赤
字
、

反
省
し
て
い
る
か
。
③
セ
ー
ル
の

運
営
を
㈱
ワ
ン
オ
ー
に
任
せ
た
理

由
は
。
④
補
助
金
で
作
っ
た
サ
イ

ト
を
業
者
が
無
償
で
引
き
継
ぐ
の

は
お
か
し
い
。
⑤
「
い
つ
で
も
最

大
九
〇
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
と
あ
る
が
ア

マ
ゾ
ン
や
楽
天
で
も
っ
と
安
く
売

っ
て
い
る
。
二
重
価
格
表
示
は
違

法
と
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
聞
い

た
。
⑥
サ
イ
ト
に
架
空
の
古
物
商

番
号
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
無
許

可
の
違
法
営
業
で
は
な
い
か
。
営

疑
惑
の
構
想
の
裏
舞
台
に
つ
い
て

問  

①
昨
年
の
九
月
議
会
で
同
構

想
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
「
渋
谷
未
来
デ
ザ
イ
ン
か
ら

の
提
案
」
と
答
弁
。
都
の
資
料
に

は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
に
区
長

個
人
が
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
Ｄ
Ｏ　
Ｔ

Ｈ
Ｅ　
Ｄ
Ａ
Ｙ
社
の
佐
藤
氏
か
ら

提
案
を
受
け
、
都
庁
を
訪
れ
特
別

秘
書
に
渡
し
た
と
あ
る
。
ま
た
同

年
九
月
、
十
一
月
に
も
提
案
を
受

け
小
池
都
知
事
に
売
り
込
み
に
行

っ
た
が
、
口
利
き
行
為
で
は
な
い

か
。
都
か
ら
困
難
と
断
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
渋

谷
未
来
デ
ザ
イ
ン
と
佐
藤
氏
が
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ　
Ｄ
Ａ
Ｙ　

Ｉ
Ｓ　
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｄ
Ａ
Ｙ
社
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
金
山
氏
が
参
加
と
あ

る
。
一
方
で
金
山
氏
は
未
来
デ
ザ

イ
ン
で
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
佐

藤
氏
は
デ
サ
イ
ナ
ー
と
し
て
参
加
。

本
構
想
の
た
め
に
お
友
達
の
間
で

税
金
、
職
員
、
外
部
調
達
資
金
が

回
る
循
環
取
引
で
は
な
い
か
。
②

本
構
想
の
令
和
元
年
度
の
未
来
デ

ザ
イ
ン
の
収
入
は
二
千
五
百
万
円
。

佐
藤
氏
ら
へ
の
事
業
が
稼
働
し
て

い
る
。
未
来
デ
ザ
イ
ン
を
使
う
べ

き
で
は
な
い
。
③
法
的
に
抵
触
。

こ
の
構
想
は
や
め
る
べ
き
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

問  

①
現
在
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
応
の
課
題
と
、
今
後
の
取
組

は
。
②
記
者
会
見
を
動
画
や
テ
キ

ス
ト
で
発
信
し
て
は
。

区
長  

①
予
約
開
始
当
初
混
乱
を

招
い
た
こ
と
は
反
省
。
三
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
際
に
は
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
準
備
。
②
情
報

伝
達
の
一
手
段
と
し
て
検
討
課
題
。

離
婚
・
別
居
後
の
子
ど
も
養
育
支
援

問  

専
門
家
に
よ
る
安
全
安
心
な

面
会
交
流
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、

子
育
て
支
援
施
設
や
児
童
青
少
年

施
設
で
取
り
組
ん
で
み
て
は
。

区
長  

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

て
い
く
こ
と
で
対
応
。
施
設
を
提

供
す
る
考
え
は
な
い
。

＊質問・答弁は要旨を掲載しています。
　詳しい内容は、区議会ホームページまたは会議録（12月下旬発行予定）をご覧ください。会議録は区政資料コーナー、区立図書館でご覧になれます。

一
般
質
問（
個
人
）

新型コロナウイルス感染症対策、
教育等６点について伺う

立憲民主党
吉田 佳代子 議員

渋谷区「公認」通販サイトの違法
営業と区長の関与について

れいわ渋谷
金子　快之 議員

代々木公園渋谷スクランブル
スタジアム構想について伺う

れいわ渋谷
堀切　稔仁 議員

新型コロナウイルス感染症対
策等について伺う

須田　賢 議員

△連絡アプリ「ホームアンドスクール
　（C4th Home & School）」の画面 

の
整
備
検
討
を
進
め
る
。

選
挙
に
つ
い
て

問  

特
例
郵
便
投
票
に
つ
い
て
、

手
続
の
煩
雑
さ
や
投
か
ん
が
困
難

な
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
対
応
等
、

改
善
の
検
討
も
必
要
。
七
月
の
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
で
の
利
用
者

数
と
そ
の
課
題
、
近
づ
い
て
い
る

衆
議
院
議
員
選
挙
へ
の
対
策
は
。

 

選
管
委
員
長  

利
用
者
は
二
人
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
ゴ
ミ
問
題

問  
①
政
府
に
石
炭
火
力
撤
退
と

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
、
区
は
二
〇
五

〇
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
行
い
、

二
〇
二
七
年
目
標
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
太
陽
光
発
電
や
省
エ
ネ
機

器
購
入
に
助
成
を
。
②
家
庭
ご
み

の
有
料
化
は
し
な
い
と
明
言
を
。

区
長  

①
求
め
る
考
え
は
な
い
。

令
和
五
年
度
の
「
渋
谷
区
環
境
基

本
計
画
二
〇
一
八
」
中
間
見
直
し

の
中
で
必
要
に
応
じ
て
検
討
。
②

断
言
は
し
な
い
。

成
立
が
通
常
国
会
会
期
末
と
な
っ

た
た
め
、
周
知
期
間
が
短
く
、
区

ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
周
知
に
努
め
た
。
衆
議
院
議
員

選
挙
に
向
け
、
投
票
所
入
場
整
理

券
に
同
封
の
案
内
文
に
も
記
載
予

定
。
課
題
は
現
行
法
制
度
下
で
は

直
ち
に
対
処
困
難
な
た
め
、
特
別

区
各
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
、

総
務
省
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

区
長  

①
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の

質
問
に
対
し
渋
谷
未
来
デ
ザ
イ
ン

提
案
の
構
想
を
答
弁
し
た
。
私
の

考
え
と
一
致
し
た
提
案
を
私
の
考

え
を
伝
え
る
た
め
に
都
に
提
出
。

売
り
込
み
で
は
な
い
。
②
ス
タ
ジ

ア
ム
を
造
り
た
い
と
賛
同
し
た
人

た
ち
が
渋
谷
未
来
デ
ザ
イ
ン
中
心

に
構
想
案
の
研
究
段
階
。
③
や
め

る
つ
も
り
は
な
い
。

業
停
止
と
懲
戒
処
分
、
関
係
者
は

警
察
へ
自
首
を
。
⑦
違
法
業
者
へ

委
託
し
た
の
は
ワ
ン
オ
ー
の
松
井

社
長
が
区
長
の
お
友
達
だ
か
ら
か
。

区
長
は
社
長
か
ら
直
接
働
き
か
け

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。

区
長  

①
取
組
を
認
め
た
だ
け
。

区
は
品
質
を
保
証
し
な
い
。
区
長

が
決
裁
し
た
が
、
議
事
録
は
な
い
。

②
今
は
赤
字
だ
が
長
い
目
で
見
て

ほ
し
い
。
③
複
数
社
と
比
較
し
た

と
認
識
。
④
権
利
譲
渡
、
業
者
の

税
務
申
告
と
補
助
金
額
積
算
は
適

正
。
⑤
二
重
価
格
表
示
で
は
な
い

と
報
告
を
受
け
た
。
⑥
古
物
営
業

法
違
反
の
疑
い
で
警
察
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
る
の
は
事
実
。
サ
イ

ト
閉
鎖
や
職
員
の
処
分
、
公
認
取

消
し
の
考
え
は
な
い
。
自
首
に
つ

い
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

⑦
松
井
社
長
や
ワ
ン
オ
ー
経
営
陣

は
昔
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
が
、

事
業
者
選
定
と
は
関
係
な
い
。

⑦
改
善
を
進
め
る
よ
う
伝
え
る
。

接
種
終
了
。
以
降
は
文
化
総
合
セ

ン
タ
ー
大
和
田
の
集
団
接
種
の
み
。

②
応
援
職
員
や
都
の
派
遣
職
員
、

任
期
付
き
職
員
含
む
体
制
で
対
応
。

③
療
法
未
実
施
医
療
機
関
か
ら
の

問
合
せ
に
実
施
医
療
機
関
を
紹
介
。

④
患
者
に
宿
泊
療
養
を
勧
め
る
。

子
ど
も
に
は
児
童
福
祉
法
の
一
時

保
護
入
院
制
度
を
活
用
。
⑤
大
き

な
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
見
逃
し
た

事
例
は
な
い
。
⑥
現
時
点
で
独
自

配
布
の
考
え
は
な
い
。
⑦
正
確
な

情
報
発
信
に
よ
り
接
種
を
促
す
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
学
校
で
感
染
が
確
認
さ
れ

た
場
合
の
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

進
捗
は
。
②
二
酸
化
炭
素
測
定
器

支
給
を
。
③
保
護
者
へ
の
連
絡
ア

プ
リ
「
ホ
ー
ム
ア
ン
ド
ス
ク
ー
ル

の
改
善
を
。
④
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
カ

ッ
ト
メ
ガ
ネ
寄
贈
が
中
止
と
な
っ

た
が
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
目

の
健
康
を
守
る
対
策
は
。
⑤
英
会

話
が
で
き
る
人
材
育
成
の
取
組
は
。

英
語
教
育
重
点
校
の
成
果
は
。

教
育
長  

①
文
科
省
通
知
の
内
容

も
反
映
し
た
通
知
を
既
に
学
校
に

発
出
。
②
導
入
の
考
え
は
な
い
。

③
各
校
の
事
情
を
踏
ま
え
機
能
選

択
し
活
用
。
④
最
新
の
科
学
的
知

見
に
も
注
視
し
学
校
医
と
も
連
携
。

⑤
授
業
以
外
で
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

人
指
導
助
手
）
と
接
し
外
国
語
に

慣
れ
親
し
ま
せ
て
い
る
。
重
点
校

の
学
力
は
渋
谷
区
平
均
を
五
％
、

全
国
平
均
を
一
五
％
上
回
る
成
果
。 」



し ぶ や 区 議 会 だ よ り 令和３年（2021年）11月11日　No. 2955

決
算
特
別
委
員
会
審
査
概
要

総
務
分
科
会

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
知
り
た
い

情
報
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
、
更
な
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ

ィ
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は
、

全
庁
的
な
応
援
体
制
で
実
施
さ
れ

た
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
更
新
す

る
と
と
も
に
、
時
系
列
の
記
録
を

横
断
的
に
作
成
し
、
今
後
の
対
策

に
生
か
さ
れ
た
い
。

▼
公
共
施
設
の
統
合
や
用
途
変
更
、

廃
止
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
、
利

用
者
の
声
を
聴
く
と
と
も
に
、
公

共
施
設
の
適
正
な
管
理
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

▼
シ
ブ
ヤ
・
ア
ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
、
発
災
時
、
「
一

時
退
避
場
所
」
の
方
向
を
来
街
者

に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
事
業

な
の
で
、
整
備
さ
れ
た
「
矢
印
サ

イ
ン
」
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
を

表
示
す
る
な
ど
に
よ
り
実
効
性
を

上
げ
る
と
と
も
に
、
整
備
手
法
な

ど
も
再
検
討
さ
れ
た
い
。

区
民
環
境
分
科
会

▼
町
会
助
成
に
つ
い
て
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
よ

う
、
事
務
の
負
担
を
軽
減
す
る
取

組
も
助
成
の
対
象
に
す
る
な
ど
、

実
態
に
即
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

▼
空
家
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

適
宜
調
査
を
実
施
し
て
物
件
や
所

有
者
を
把
握
し
、
危
険
な
建
物
へ

の
対
策
を
強
化
さ
れ
た
い
。

▼
水
防
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

初
動
対
応
に
有
効
な
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
の
設
置
場
所
を
増
や
す
な

ど
、
対
策
を
強
化
さ
れ
た
い
。

▼
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
区
民
へ
拡
幅
整
備
の

効
果
を
周
知
す
る
な
ど
の
働
き
か

け
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

▼
分
煙
対
策
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
喫
煙
所
の
適
正
な
場
所
へ
の

設
置
を
進
め
、
分
煙
対
策
指
導
員

に
よ
る
巡
回
を
強
化
し
、
喫
煙
者

の
マ
ナ
ー
啓
発
に
努
め
、
路
上
喫

煙
防
止
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

文
教
分
科
会

▼
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
理
解
が
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
深
ま
る
事
業
を
展

開
す
る
ほ
か
、
区
独
自
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
今
後
も
意
欲
を
持
っ
て
活

躍
で
き
る
場
や
仕
組
み
を
作
ら
れ

た
い
。

▼
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
虐
待
に
関
す
る
件
数

が
増
え
て
い
る
の
で
、
渋
谷
区
子

育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
の
組
織
力
を
活
用

し
て
丁
寧
か
つ
迅
速
に
対
応
さ
れ

た
い
。

▼
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、

ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
方
式

の
交
通
安
全
教
室
に
よ
り
交
通
事

故
の
危
険
性
を
効
果
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
全
て
の
生
徒

が
在
学
中
に
一
度
は
体
験
で
き
る

よ
う
、
実
施
に
向
け
て
関
係
所
管

と
連
携
さ
れ
た
い
。

福
祉
保
健
分
科
会

▼
公
衆
浴
場
助
成
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
が

縮
小
さ
れ
た
が
、
重
要
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
助
成
を
行
わ
れ
た
い
。

▼
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
、
速
や

か
に
欠
員
を
補
充
す
る
と
と
も
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
充
実
す
る
な
ど
業
務
の
負
担

軽
減
に
も
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
渋
谷
生
涯
活
躍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
シ
ブ
カ
ツ
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
の
た
め
に
健
康
を
増
進
す
る
講

座
を
開
催
さ
れ
た
い
。

▼
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
見
守
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

見
守
り
サ
ポ
ー
ト
協
力
員
の
活
動

を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
接
種
で

き
る
よ
う
丁
寧
な
周
知
に
努
め
ら

れ
た
い
。

△決算特別委員会表決の様子

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

①
就
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
保
育
士
研
修
で
の
活
用
と
概
要

版
の
冊
子
化
を
。
地
域
子
育
て
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
具
体
的
活
動

成
果
と
方
向
性
は
。
人
件
費
割
合

が
低
い
園
の
実
態
に
つ
い
て
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。
②
都
児
童
相
談

所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置

は
。
予
防
的
支
援
推
進
と
う
き
ょ

う
モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
は
。
予
防

的
措
置
の
受
皿
と
し
て
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
拡
充
と
家
庭
養
護
推
進

の
た
め
里
親
の
普
及
啓
発
を
。

区
長  

①
昨
年
度
か
ら
公
立
私
立

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
障
が
い
者
福

祉
に
つ
い
て

問  

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別
解
消
法
の

認
識
と
国
に
制
定
求
め
よ
。
②
選

択
的
夫
婦
別
姓
と
同
性
婚
を
早
急

に
実
現
す
べ
き
。
③
賃
金
格
差
を

無
く
す
男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
実
施
を
求
め
よ
。
④
公
共
施
設

で
生
理
用
品
無
料
配
布
を
。
⑤
障

が
い
者
施
設
へ
の
助
成
を
。
⑥
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
増
設
を
。
⑦

初
台
駅
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
善
を
。

区
長  

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
が
広
が
り
法
議
論
に
つ
な
が
っ

て
お
り
求
め
な
い
。
②
早
く
実
現

す
べ
き
。
③
求
め
る
考
え
は
な
い
。

④
仕
組
み
を
検
討
。
⑤
事
業
者
の

実
態
把
握
を
行
う
。
⑥
取
り
組
む
。

区
政
課
題
に
つ
い
て

問  

①
デ
ル
タ
株
の
感
染
期
間
が

長
い
と
の
報
告
。
感
染
者
等
に
注

意
喚
起
し
て
は
。
②
接
種
済
み
証

明
書
を
自
動
的
に
送
付
し
区
施
設

利
用
等
で
独
自
活
用
を
。
③
緊
急

事
態
宣
言
期
間
は
原
則
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
の
分
散
登
校
に
し
て
は
。

④
学
校
宿
泊
行
事
は
事
前
検
査
等

を
導
入
し
て
は
。
⑤
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
者
に
学
校

内
で
接
種
し
て
は
。
⑥
い
じ
め
対

策
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
実
績
の
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
。
⑦
幹

部
職
員
の
養
成
は
保
健
所
や
危
機

管
理
対
策
部
の
職
務
経
験
を
意
識

し
て
は
。
⑧
生
活
保
護
の
啓
発
を
。

区
長  

①
研
究
中
と
認
識
、
注
意

喚
起
等
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
提

供
に
努
め
る
。
②
国
で
オ
ン
ラ
イ

ン
発
行
が
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、

動
向
を
注
視
。
⑦
全
管
理
職
を
対

象
と
し
た
訓
練
等
に
力
を
入
れ
る
。

⑧
偏
見
と
誤
解
を
無
く
す
た
め
、

制
度
の
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

教
育
長  

③
感
染
状
況
を
見
極
め
、

導
入
を
そ
の
都
度
判
断
。
④
行
政

検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
一
斉
に

事
前
検
査
を
実
施
す
る
予
定
は
な

議会情報公開・個人情報保護実施状況

情報公開関係
（令和３年７月１日～ 10月 31日）

　請求件数　　　　   　１件
　文書件数　　　　　　 １件
　公開件数　　　　　　 １件
　非公開件数（不存在）　 ０件
個人情報保護関係

（令和３年７月１日～ 10月 31日）

　請求件数　　　　   　０件

お知らせ

会派役員の交替・就任
（令和３年７月21日）

渋谷区議会自由民主党議員団
・会計幹事
　　　松本　　翔　議員
・幹事
　　　斉藤　貴之　議員

感染症対策、教育、区民生活
と区の体制について

鈴木　建邦 議員

選択的夫婦別姓や障がい者福
祉施設の支援・拡大を求む

日本共産党
五十嵐千代子 議員

子育て支援について、保育の
質と社会的養護の推進を伺う

シブヤ笑顔
神薗 麻智子 議員

　

令
和
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
四
件
の
決
算
は
、
九
月

十
五
日
に
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
（
全
議
員
三
十
三
人
で
構
成
、
委

員
長
・
下
嶋
倫
朗
議
員
、
副
委
員
長
・
森
田
由
紀
議
員
）
に
付
託
し
、
四

つ
の
分
科
会
（
常
任
委
員
会
の
所
管
別
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
常
任
委
員
会

と
同
じ
）
に
分
か
れ
審
査
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
四
件
の
決
算
を
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
各
分
科
会
が
指
摘
し
た
主
な
事
項
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

成
人
年
齢
変
更
に
関
す
る
区
の
対
策

問  
十
八
歳
、
十
九
歳
を
消
費
者

被
害
か
ら
守
る
施
策
を
行
う
べ
き
。

区
長  
区
内
高
校
や
専
門
学
校
等

へ
の
働
き
か
け
も
含
め
対
応
検
討
。

選
挙
に
係
る
法
規
制
と
周
知

問  

選
挙
期
間
中
の
有
料
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
広
告
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

選
管
委
員
長  

公
職
選
挙
法
で
禁

止
を
規
定
。
立
候
補
予
定
者
説
明

会
で
選
挙
運
動
の
た
め
の
有
料
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
禁
止
に
言
及
。

合
同
研
修
も
開
始
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

周
知
方
法
は
検
討
。
落
語
の
会
、

野
菜
栽
培
な
ど
新
鮮
な
体
験
を
与

え
、
来
年
増
員
。
人
件
費
の
取
扱

い
は
適
切
な
管
理
監
督
体
制
を
と

っ
て
対
応
。
②
都
児
童
相
談
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
強
化
に
着
手
。
職

員
が
専
門
ス
キ
ル
習
得
の
研
修
を

受
講
。
希
望
す
る
里
親
に
区
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
協
力
家
庭
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
。
里
親

月
間
に
啓
発
活
動
も
行
う
予
定
。

⑦
改
善
を
進
め
る
よ
う
伝
え
る
。

い
。
⑤
任
意
接
種
の
た
め
、
集
団

接
種
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

⑥
現
時
点
で
導
入
予
定
は
な
い
が
、

先
進
的
な
取
組
の
効
果
を
研
究
。

一般質問（個人）・決算特別委員会審査概要
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▷
渋
谷
区
避
難
所
運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
（
第
一
版
）及
び
同
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

▷ 

区
内
所
管
施
設
視
察

　
（
旧
朝
倉
家
住
宅
）

▷ 

渋
谷
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー  

      

視
察

委員会の活動状況

令
和
３
年
６
月
17 

日
〜
令
和
3
年
10
月
13
日

活
動
支
援
等
を
中
心
に
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
の
活
動
状
況

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

区
民
環
境
委
員
会

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

自
治
権
確
立

自
治
権
確
立

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

る
啓
発
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解

消
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

貸
与
等
の
実
証
事
業
や
デ
ジ
タ
ル

活
用
支
援
員
育
成
研
修
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し
た
。
実

証
事
業
に
参
加
し
た
高
齢
者
の
方

に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い

て
の
丁
寧
な
説
明
や
、
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
手
厚
い
サ
ポ

ー
ト
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
社
会
福
祉
法
人
渋
谷
区
社
会
福

祉
事
業
団
令
和
二
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

▼
九
月
十
三
日
、
第
三
回
渋
谷
区

議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
事
前
に
区
長
の

出
席
を
求
め
、
提
出
予
定
議
案
と

し
て
、
渋
谷
区
い
じ
め
防
止
等
対

策
推
進
条
例
の
制
定
な
ど
条
例
五

件
、
令
和
三
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
、
同
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
、
令
和
二
年
度
渋
谷
区
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認

定
四
件
、
協
定
の
締
結
一
件
、
副

界
が
確
定
し
て
い
な
い
と
し
て
、

東
京
都
と
の
協
議
が
難
航
し
て
い

る
都
営
幡
ヶ
谷
原
町
ア
パ
ー
ト
跡

地
を
視
察
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、

更
地
と
な
っ
て
い
る
跡
地
は
面
積

が
広
く
、
当
該
地
西
側
に
は
都
か

ら
行
政
財
産
使
用
許
可
さ
れ
た
六

号
通
り
児
童
遊
園
地
も
あ
る
。
ま

た
、
隣
接
す
る
幡
ヶ
谷
社
会
教
育

館
や
近
隣
の
区
民
会
館
等
の
老
朽

化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
有
効
利
用

を
期
待
し
て
い
る
。
東
京
都
か
ら

土
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
現
在
何

も
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
区
の

方
針
も
決
定
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
こ
の
ま
ま
利
用
も
さ
れ
て

い
な
い
状
況
は
望
ま
し
く
な
い
と

す
る
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
東
京
都
に
働
き
か
け
る

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

業
に
つ
い
て
、
同
年
十
月
に
は
、

実
施
結
果
を
聴
取
し
、
大
会
を
通

し
て
得
た
も
の
を
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
残
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
お
け

る
学
校
連
携
観
戦
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
大
会
開
催
前
に

は
、
都
教
育
委
員
会
の
方
針
と
区

教
育
委
員
会
の
対
応
を
、
終
了
後

に
は
、
実
施
結
果
に
つ
い
て
聴
取

し
ま
し
た
。

▼
近
代
五
種
（
馬
術
を
除
く
）
公

式
練
習
会
場
と
な
っ
た
渋
谷
区
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し

た
。
施
設
内
に
掲
げ
ら
れ
た
区
立

小
中
学
校
が
作
成
し
た
応
援
フ
ラ

ッ
グ
や
、
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
各
国
選
手
団
が
練
習
す
る
様

子
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
全
議
員
を
対
象
に
「
多
様
性
を

尊
重
す
る
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
関
連
事
業
～
」
を

テ
ー
マ
に
男
女
平
等
・
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
担
当
課
長
を
講
師
と

し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

渋
谷
区
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
関
連
事
業

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
男
女
平
等
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
担
当
課
よ
り
、
ア
イ
リ
ス
講

座
「
シ
ブ
ヤ
民
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

調
査
二
〇
二
一
『
私
だ
か
ら
、
』

の
時
代
を
目
指
す
に
は
」
の
実
施

結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
渋
谷
区
民
、
在
勤
・
在
学
者
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
渋
谷
区
立

中
学
校
の
二
年
生
を
対
象
に
行
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
調
査
の
結
果

を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ア

イ
リ
ス
の
相
談
窓
口
や
事
業
を
活

用
し
て
も
ら
う
よ
う
積
極
的
に
情

報
発
信
を
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し

ま
し
た
。

▼
令
和
三
年
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
事
業
他
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
令

和
三
年
七
月
に
は
、
東
京
二
〇
二

〇
大
会
直
前
の
状
況
や
区
関
連
事

区
長
の
選
任
の
同
意
一
件
、
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
の
諮
問
一
件
、

株
式
会
社
渋
谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
の

経
営
状
況
の
報
告
な
ど
報
告
六
件

を
提
出
す
る
と
の
説
明
を
聴
取
し

ま
し
た
。

▼
当
委
員
会
で
は
、
定
例
会
の
会

期
及
び
日
程
に
つ
い
て
協
議
し
、

会
期
を
十
月
十
三
日
ま
で
の
三
十

一
日
間
と
し
、
決
算
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審

査
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
清
掃
工
場
の
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
清
掃
工
場
北
側
用

地
に
つ
い
て
、
緩
衝
緑
地
等
が
整

備
さ
れ
令
和
三
年
四
月
か
ら
一
般

開
放
さ
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
、

用
地
取
得
対
象
物
件
の
権
利
者
等

と
の
折
衝
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
三
区

全
体
で
令
和
二
年
度
の
可
燃
ご
み

収
集
量
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
元
年

度
比
で
家
庭
ご
み
は
一
・
九
％
増

加
し
、
事
業
系
ご
み
は
二
十
五
％

減
少
し
て
い
る
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
児
童
養
護
施
設
若
草
寮
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
視
察
後
、
同
所

に
て
児
童
養
護
施
設
若
草
寮
及
び

広
尾
フ
レ
ン
ズ
の
代
表
者
と
民
間

児
童
養
護
施
設
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
懇
談
会
を
行
い
、
養
護
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
と
施
設

の
実
態
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

▼
九
月
三
日
、
従
前
か
ら
取
得
を

要
望
し
な
が
ら
も
、
隣
地
と
の
境

交
通
・
公
有
地
問
題

交
通
・
公
有
地
問
題

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
策
特
別
委
員
会

対
策
特
別
委
員
会

多
様
性
社
会
推
進

多
様
性
社
会
推
進

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
区

内
の
患
者
の
発
生
状
況
や
療
養
支

援
の
現
状
に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

呼
び
掛
け
を
行
う
と
と
も
に
、
接

種
を
し
て
い
な
い
方
へ
の
ワ
ク
チ

ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
対
す

▼
渋
谷
区
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
を
視

察
し
ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
だ

け
で
は
な
く
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
等

に
立
ち
寄
っ
た
子
ど
も
や
保
護
者

に
も
気
を
配
り
、
多
角
的
な
支
援

を
し
て
い
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
令
和
四
年
度
保
育
園
入
園
案
内

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

新
規
に
実
施
す
る
郵
送
受
付
に
つ

い
て
、
特
に
第
一
子
の
保
護
者
の

申
込
み
に
は
、
丁
寧
に
対
応
す
る

よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

▼
中
学
校
部
活
動
支
援
事
業
に
つ

い
て
聴
取
し
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
と
の
連
携
の
ほ
か
、
参
加
費
用

の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
、
十
分

に
配
慮
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
い
じ
め
防
止
等
対
策
推

進
条
例
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
い

じ
め
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
本

条
例
が
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
区
を
挙
げ
て
迅
速
に
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

▼
出
張
所
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

区
民
住
宅
や
公
園
な
ど
十
二
か
所

の
区
内
所
管
施
設
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
視
察
後
の
質
疑
の
中
で
、

公
園
便
所
の
速
や
か
な
改
修
や
喫

煙
所
の
活
用
方
法
の
検
討
等
を
要

望
し
ま
し
た
。

▼
落
書
き
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
警

察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
て
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
、
落
書
き
さ
れ
な
い
ま
ち
渋
谷

を
目
指
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
生
ご
み
の
減
量
に
向
け
た
実
証

事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
で

の
拠
点
回
収
や
あ
や
め
の
苑
・

代
々
木
で
の
施
設
回
収
に
よ
り
、

生
ご
み
を
焼
却
せ
ず
、
微
生
物
に

よ
り
自
然
分
解
す
る
こ
と
で
ご
み

の
減
量
効
果
を
確
認
し
、
実
用
化

の
可
能
性
を
探
る
も
の
で
あ
り
、

区
民
に
定
着
す
る
た
め
の
課
題
を

ク
リ
ア
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

▼
渋
谷
区
避
難
所
運
営
基
本
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
避
難
所
運
営
委
員

会
未
設
置
の
避
難
所
に
対
し
、
早

急
に
委
員
会
設
置
に
向
け
て
支
援

す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者

に
対
し
、
災
害
時
自
動
電
話
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
行
い
、
利
用

促
進
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
笹
塚
一
丁
目
防
災
職
員
住
宅
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
防
災

住
宅
の
職
員
は
、
災
害
対
策
本
部

に
従
事
す
る
ほ
か
、
避
難
所
運
営

を
担
う
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、

防
災
職
員
住
宅
の
偏
在
是
正
に
向

け
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
区
立
中

学
校
の
部
活
動
支
援
充
実
の
た
め
、

一
般
社
団
法
人
を
設
立
す
る
経
緯
、

及
び
専
門
指
導
員
派
遣
に
よ
る
部
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しぶや区議会だよりは各戸配布のほか、 区施設、 区内の駅などにあります。

し ぶ や 区 議 会 だ よ り 令和３年（2021年）11月11日　No. 2957 決算に対する各会派の意見

決算に対する各会派の意見決算に対する各会派の意見 構成人数が３人以上の会派

課題はあるがコロナ禍での行財政運営に対し一定の評価
区民ニーズをとらえたさらなる事業展開を求め賛成

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の蔓延により、大変厳しい行
財政運営を強いられました。そのような中、医師会などと連携しての体
制強化について評価しました。一方で、区内の感染状況や地域外来・検
査センターの設置について、より迅速かつ丁寧な周知をすべきであった
と考えます。
　帰宅困難者対策について、アートと融合したシブヤ・アロープロジェ
クトでは災害時の一時退避場所への誘導は困難であるため事業の抜本的
見直しを指摘しました。
　中小企業対策については、飲食店への感染対策グッズの配布、ポイン
ト還元事業、借入金の利子補給など、コロナ禍で影響を受けた事業者に
対する支援を評価します。さらに感染防止のための喫煙所の閉鎖により、
他の場所での受動喫煙被害やたばこのポイ捨てが増加したことを踏まえ、
今後喫煙所の閉鎖についてはより慎重に検討するよう要望しました。
　子育てについては新たな保育施設が整備され、今年度、待機児童の解
消がなされたことは評価します。今後巡回指導員の増員を図るなど十分
な保育の質の確保ができる体制を求めました。
　教育については、コロナ禍で学校休業もあり現場も混乱しましたが、
新たなタブレットへの更新を図り対面とオンラインを併用したハイブリ
ット授業の構築を果たした点などを評価しました。

立憲民主党渋谷賛成

かつて経験のない新型コロナウイルス感染症拡大に
対応しつつ、区政を停滞させない行財政執行を評価

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、緊急対応として９回に
及ぶ補正予算を編成。区政を停滞させることなく必要な事業を遂行しな
がら、生活支援や感染症予防対策を行った積極果敢な取り組みを評価し
ます。 
　コロナ対策として、保育料減免や登園自粛時のベビーシッター利用料
助成、小・中学校の休校期間中のＩＣＴ基盤を生かしたオンライン学習、
介護施設や障がい者（児）施設でのＰＣＲ検査助成、国の持続化給付金
の支給対象とならない介護施設・障がい者サービス事業所への給付金支
給、無利子特別融資あっせんや区内店舗支援のためのポイント還元事業、
感染症対策セットの無償配布など、緊急措置を迅速に行いました。 
　当初予算の事業では、施設整備として区民待望の10ヶ所めとなる特養
を含む複合施設の開設、新宮下公園のオープン、インクルーシブ公園や
渋谷区子育てネウボラ拠点の整備を進めました。さらに施設の老朽化が
課題となっている中、一般建物施設や学校施設の長寿命化計画を策定し
ました。また、オンライン申請等による非来庁型サービスの推進は、窓
口混雑の緩和や業務効率化のみならず、感染症防止にも大きく寄与しま
した。
　シブヤを笑顔にする会は､「誰もが笑顔で暮らせる渋谷区」実現に邁
進することを表明し、決算認定に賛成いたします。

シブヤを笑顔にする会賛成
新型コロナウイルス禍でも区政の諸課題解決のための
臨機応変な対応を評価

　令和２年度は、年度当初より新型コロナウイルスの感染拡大により大
幅な影響を受けました。そのような環境下でも、国や都の補助金も活用
して全体で総額300億円を超える補正予算を組み、特別定額給付金を始
め、子育て世帯臨時給付金やひとり親世帯臨時特別給付金、生活困窮者
自立支援などの生活支援、渋谷区ＰＣＲセンターの運営や高齢者及び障
がい者施設の改修等の衛生面整備、更に中小企業への事業資金融資や区
内福祉施設運営業者への事業継続支援など、諸施策を迅速に実施しまし
た。
　加えて、40億円を財政調整基金に積立て、持続可能な財政の健全な運
営についても堅実に対応しています。
　福祉面では『かんなみの杜・渋谷』と『恵比寿西二丁目複合施設』の
整備、『神宮前三丁目障がい者施設』の整備着手、また『渋谷区子育て
ネウボラ』施設の整備も進めました。基幹整備では、住民記録や税、国
民健康保険などの基幹システムの更新による区民サービスの向上、『渋
谷区立宮下公園』の整備完了に伴う渋谷の魅力向上など、将来に向けて
の投資も着実に前進させています。
　渋谷区議会自由民主党議員団は、緊急事態宣言発令下でも区民と区内
事業者の安全・安心のために尽力した区職員とともに、今後も連携して
区民のための諸施策の遂行に全力で取り組むことをお誓いし、令和２年
度決算に賛成致します。

渋谷区議会自由民主党議員団賛成

新型コロナウイルス対策をはじめ、子育て支援の拡充、
福祉 ・ 教育施策等のさらなる推進を高く評価

　本年、我が会派は新型コロナワクチンの迅速・円滑な接種に向けて緊
急要望を行い、課題解決に取り組んできました。その結果、集団接種枠
の拡大、訪問接種の実施決定、接種券発送と予約開始の前倒し等を実現
しました。
　さて令和２年度はコロナ禍においても、区民福祉、区民サービスを停
滞させることなく、重要な課題への取組が進みました。
　「子育て支援」では、本年８月に我が会派が提案してきた『渋谷区子
育てネウボラ』の中心拠点が完成。今後も渋谷区ならではの子育て世代
への包括支援を全力で進めて参ります。また平成28年のピークより認可
保育園37園、3,000人の定員増で念願の「待機児ゼロ」を達成。「子育
て支援No.１」の渋谷区として誇るべき実績です。また「高齢者福祉」
では、コロナ禍での「新しい生活様式」に適した情報取得のツールとし
て「デジタルデバイド（情報格差）解消事業」を提案。特に災害時に情
報が希薄になりがちな高齢者等に対してスマホの貸与とサポートが始ま
りました。そして我が会派が平成29年度より提案してきた「渋谷区いじ
め防止等対策推進条例」が本定例会において可決、施行されました。今
後も区が一丸となって子どもたちに寄り添い、全力で取り組んで参りま
す。
　渋谷区議会公明党は、今後も一層の区民福祉向上に全力で取り組むこ
とをお誓いし、決算に賛成致します。

渋谷区議会公明党賛成
区独自のコロナ対策は乏しく、国保料値上げなど負担
増の一方で、大企業のもうけ優先の逆立ち区政に反対

　コロナ感染拡大を防ぐためのＰＣＲ等検査の拡大や、区民、医療機関、
中小業者などへの直接支援が求められましたが、区独自の施策はほとん
ど実施されませんでした。
　くらしと営業が困難な中で、16年連続となる国保料と、後期高齢者医
療保険料の値上げ、新島青少年センターの廃止や学校図書館専門員を解
雇して派遣に切り替え、区型介護サービスや福祉タクシー券予算の削減
など、福祉と教育を切り捨てました。
　区内の保護者が署名を集めて求めた小中学校の35人学級や学校給食の
無償化には背を向けています。
　大企業のための渋谷駅周辺再開発などに18億７千万円を支出。新宮下
公園を三井不動産などに指定管理し、さらにもうけを上げさせ、北谷公
園・恵比寿南一公園はＰＦＩで企業が利益を上げる場にするなど、大企
業への税金や公有財産提供は認められません。
　河津さくらの里しぶやに、１億３千万円を支出し、これを含めこれま
で15億７千万円も投入しています。この施設への税金投入は無駄遣いで
あり廃止すべきです。
　ワクチン接種と一体のＰＣＲ等検査の抜本拡大や保健所体制強化、区
民・中小企業への直接支援など、1,119億円の基金を活用した区独自の
コロナ対策、気候危機打開やジェンダー平等実現など、区民のいのちと
くらし最優先の区政に全力をあげます。

日本共産党渋谷区議会議員団反対

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等
に関する法律の改正を求める意見書
　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律
（障害者虐待防止法）」は、平成24年10月１日の施行から９年が経過し
た。
　障害者に対する虐待は障害者の尊厳を損なうものであり、ダイバーシ
ティ＆インクルージョンを標榜する渋谷区として、いかなる時いかなる
場所であっても断じて許すことはできない。
　法律の施行により、障害者虐待の防止に関する理解は着実に進み、相
談・通報件数は年々増加傾向にある。しかし昨年には、神戸市内の精神
科病院における看護師らによる患者への卑劣な集団虐待事件の発覚に端
を発し、恒常的な虐待が明らかになるなど、看過できない痛ましい障害
者虐待事件がいまだに発生している。これらを防止するためには、虐待
発見時における区市町村への通報義務が欠かせないが、現行の対象は養
護者、障害者福祉施設従事者等及び使用者による障害者虐待であり、医
療機関従事者等による障害者虐待は対象となっていない。
　よって、渋谷区議会は国会及び政府に対し、障害者虐待防止法を改正
し、障害当事者の人権に配慮し、医療行為と虐待行為を区別できるよう
環境整備に努め、虐待発見時の区市町村への通報義務の対象に、医療機
関従事者等による障害者虐待を加えるよう強く求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　令和３年10月13日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　渋谷区議会議長　名

　衆議院議長
　参議院議長
　内閣総理大臣
　厚生労働大臣　
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（議席番号順）

結 果
○ 賛 成
× 反 対
－ 欠 席

無
所
属

無
所
属件　　　　　　名 概　　　　　　　　　　要

渋谷区副区長の選任の同意について 宮口　小枝（みやぐち　さえ）氏 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 同意－

人権擁護委員の候補者について 吉田　俊則（よしだ　としのり）氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 支障ない
旨答申－

渋谷区手数料条例の一部を改正する条例 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律の改正に伴う規定の整備 ○ ○ ○

－
× ○ ○ ○ ○ 可決

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する
条例 派遣先団体に一般社団法人渋谷ユナイテッドを追加 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決－

渋谷区旅館業法施行条例の一部を改正する条例 １　浴室の衛生に必要な措置の基準の改正
２　浴室の構造設備の基準の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決－

渋谷区公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例 公衆浴場における措置の基準の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決－

渋谷区いじめ防止等対策推進条例（制定）

１　目的及び基本理念
２　区、教育委員会等の責務及び地域住民等の役割
３　渋谷区教育委員会いじめ問題対策委員会の設置
４　渋谷区いじめ問題調査委員会の設置　
５　関係条例の一部改正　等

○ ○
○
－

× ○ × ○ ○ 可決

令和３年度渋谷区一般会計補正予算（第３号） 補正金額　 6,926,756千円 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決－

令和３年度渋谷区国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 補正金額 　    87,600千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決－

四反道跨線人道橋架替え事業に伴う工事の施行に関する協定の
締結について

山手線恵比寿・渋谷間四反道跨線人道橋架替え工事に関する施行協定
負担予定金額　　1,461,785,000円
相手方　　　　　東日本旅客鉄道株式会社
工期　　　　　　協定締結の日から令和10年３月31日まで

○ ○
○
－

○ ○ ○ ○ ○ 可決

◆渋谷区議会会議規則の一部を改正する規則 欠席の届出及び請願書の記載事項等に関する規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決－

令和２年度渋谷区一般会計歳入歳出決算
歳入決算額　　　　　　136,533,802,811円
歳出決算額　　　　　　128,189,606,554円
歳入歳出差引残額　　　　 8,344,196,257円

○ ○
○

× ○ × ○ ○ 認定
－

令和２年度渋谷区国民健康保険事業会計歳入歳出決算
歳入決算額　　　　　　  23,488,555,255円
歳出決算額　　　　　　 22,888,555,255円
歳入歳出差引残額　 　　　  600,000,000円

○ ○
○

× ○ × ○ ○ 認定
－

令和２年度渋谷区介護保険事業会計歳入歳出決算
歳入決算額　　　　　　  15,304,900,536円
歳出決算額　　　　　　  14,458,468,383円
歳入歳出差引残額　　　      846,432,153円

○ ○
○

× ○ ○ ○ ○ 認定
－

令和２年度渋谷区後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算
歳入決算額　　　　　　   5,619,032,663円
歳出決算額　　　　　　　5,570,900,630円
歳入歳出差引残額　　　　    48,132,033円

○ ○
○

× ○ ○ ○ ○ 認定
－

東京都に「来年度内の都立広尾病院の地方独立行政法人化を中止することを求める」意見書提出を求める請願 × × × ○ ○ ○ ○ × 不採択－

羽田新ルートの運用停止を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択－

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定－

羽田新ルートの運用停止を国に求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定－

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の改正を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 決定－

第３回定例会／報告
▽健全化判断比率

実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率、将来負担比率及び早期健全化基準

▽株式会社渋谷サービス公社の経営状況
営業実績は、地域交流センター運営管理業務、児童青少年セン
ター運営管理業務、自主事業、代官山スポーツプラザ運営管理
業務、ひがし健康プラザ運営管理業務等の全42事業で、売上は
1,663,637,313円

▽渋谷区土地開発公社の経営状況
執行状況は、422,900,991円

▽一般財団法人渋谷区観光協会の経営状況
事業活動は、情報提供事業、観光案内事業、観光インフラ整備
事業、観光資源開発・整備事業、会員事業等

▽株式会社渋谷都市整備公社の経営状況
　渋谷区役所前駐車場の営業実績は、時間駐車利用台数が延べ　
　197,962台で、営業損失は12,018,102円
▽公益財団法人渋谷区文化・芸術振興財団の経営状況

事業実績は、展観事業５回、講演会２回、ギャラリートーク６
回、建築ツアー５回、音楽会２回、美術教室３コース、その他
事業10回等で、延べ利用者数31,637人

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書
　政府は、令和３年９月の月例経済報告において、「景気は、新型コロナウイルス感染症の影
響により、依然として厳しい状況にあるなか、持ち直しの動きが続いているものの、このとこ
ろそのテンポが弱まっている」との判断を示した。また、「内外の感染症の動向、サプライチ
ェーンを通じた影響による下振れリスクの高まりに十分注意する必要がある」とも指摘してい
る。
　こうした状況の中で、現在東京都が実施している固定資産税・都市計画税の減免措置等は、
厳しい経営環境にある中小零細企業者にとって、事業の継続や経営の健全化に大きな力となっ
ている。これらの減免措置等を廃止した場合、区民とりわけ中小零細企業者の経営や生活は更
に厳しいものとなり、地域社会の活性化、ひいては、日本経済の回復に大きな影響を及ぼすこ
とになりかねない。
　よって渋谷区議会は、東京都に対し、中小零細企業者等の経営基盤の強化支援を図るため、
以下の措置を令和４年度以降も継続することを強く求めるものである。

１　小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置
３　商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げ
　　る減額措置

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年10月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷区議会議長　名
　　
　東京都知事　あて


